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　空前のペットブームと言われれている昨今ですが、可愛がっ
ていたはずの犬や猫を「もう飼えなくなった」といって手放して
しまう、身勝手な飼い主の存在も目立ってきています。
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■引っ越しや離婚
■飼い主の病気や死亡、老人施設への入居
■犬のかみ癖（人や他の犬に対して）
■犬の無駄吠えによる、近隣からの苦情
■家族の動物アレルギー
■ペット禁止マンションでのトラブル
■ペットの高齢化による介護の負担
　一時の気まぐれや思いつきで安易に飼い始めるのではなく、
本当に最後まで飼うことができるのかを家族全員でしっかりと
考えてから、犬種特性なども検討し、自分たちに合ったペット
を選びましょう。また犬をしっかりコントロールできるように、
しつけ方の勉強をすることも大切です。
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因
は
ま
だ
よ
く

わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

地
球
上
に
は
、

動
物
・
植
物
・
昆

虫
や
魚
・
鳥
・
微

生
物
に
い
た
る

三
千
万
種
も
の

生
き
物
が
、
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
は
一
つ
の
細
胞
か
ら
出
発
し
た
そ
の
多

様
な
生
物
種
は
、
生
命
の
長
い
歴
史
の
中
で
、

食
物
連
鎖
や
共
生
な
ど
の
関
係
を
保
ち
な
が

ら
、
生
態
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
地
球
上
の
多
種
多
様
な

生
き
物
の
つ
な
が
り
を
、「
生
物
多
様
性
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
人
類
の
生
活
や
生
存
は
、
こ
の
生

物
の
多
様
性
を
「
資
源
」
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
物
の
多
様
性
は
、
私
た
ち
の
病
気
を
治

し
、
食
糧
を
供
給
し
、
産
業
に
必
要
な
原
料

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

起
因
す
る
現
在
の
環
境
破
壊
や
地
球
温
暖
化

な
ど
で
自
然
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
続
け
れ
ば
、

生
物
の
多
様
性
が
失
わ
れ
、
い
つ
か
は
人
間

の
生
存
を
脅
か
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
歴
史
上
、
持
続
可
能
な
限
度
を
超
え
て

自
然
を
破
壊
し
た
た
め
に
衰
退
・
滅
亡
し
た

文
明
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、

私
た
ち
の
努
力
が
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
国
連
が
定
め
た「
国
際
生
物
多
様

性
年
」で
あ
り
、十
月
に
は
名
古
屋
市
で
生
物

多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

　

）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

10
　

Ｃ
Ｏ
Ｐ　

で
は
、世
界
約
一
九
〇
カ
国
か

10

ら
約
七
千
人
が
、生
物
の
多
様
性
の
保
全
・
生

物
多
様
性
の
構
成
要
素
の
持
続
可
能
な
利

用
・
遺
伝
資
源
の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
の

公
正
で
衡
平
な
配
分
な
ど
を
テ
ー
マ
に
会
議

を
行
い
ま
す
。

　

蜜
を
求
め
て
花
の
中
を
飛
び
回
る
ミ
ツ
バ

チ
た
ち
。
野
菜
や
果
物
の
受
粉
の
た
め
に
も

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。　

し
か
し
、

最
近
、
こ
の
ミ
ツ
バ
チ
た
ち
が
突
然
い
な
く

な
る
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

農
業
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
で
す
が
、
原
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地
球
上
で
は
、
乱
獲
・
開
発
な
ど
に
よ
る

生
息
地
の
破
壊
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う

外
来
種
に
よ
る
影
響
・
環
境
汚
染
・
地
球
温

暖
化
等
の
人
間
活
動
に
よ
り
、
一
年
間
に
四

万
種
、
一
日
に
百
種
以
上
の
種
が
絶
滅
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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日
本
は
、
面
積
の
約
七
割
が
森
林
と
い
う
、

先
進
国
の
中
で
も
自
然
の
豊
か
な
国
の
一
つ

で
す
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
自

然
破
壊
や
公
害
や
海
岸
線
・
干
潟
の
埋
め
立

て
な
ど
に
よ
り
、
野
生
生
物
の
生
育
地
が
減

少
し
、
ま
た
農
林
業
の
低
迷
や
過
疎
化
に
よ

る
里
山
や
農
地
の
荒
廃
や
減
少
、
ま
た
外
来

生
物
に
よ
り
以
前
は
身
近
に
あ
っ
た
水
田
や

草
原
・
雑
木
林
な
ど
に
暮
ら
す
生
物
が
、
絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。

　

逆
に
農
林
業
に
被
害
を
も
た
ら
す
シ
カ
の

増
加
な
ど
は
、
木
の
樹
皮
な
ど
を
食
べ
木
を

枯
ら
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
希
少
な
植
物
を

食
べ
る
な
ど
、
他
の
動
植
物
へ
の
影
響
も
大

き
く
、
こ
れ
も
生
態
系
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

て
い
ま
す
。
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本
市
で
も
、
絶
滅
し
た
り
激
減
し
た
動
植

物
が
あ
り
ま
す
。

　

ヒ
メ
ヒ
カ
ゲ
と
い
う
美
し
い
チ
ョ
ウ
は
、

乱
獲
に
よ
り
、
本
市
で
は
絶
滅
し
ま
し
た
。

　

ま
た
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
と
い
う
植
物
は
、
震

災
の
影
響
で
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仲
ノ
池
で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
の
外

来
魚
の
増
加
で
、
在
来
種
の
魚
・
水
棲
生
物

な
ど
が
激
減
し
ま
し
た
。

　

ま
た
六
甲
山
地
に
は
絶
滅
危
惧
種
も
多
く
、

生
態
系
を
守
る
取
り
組
み
が
急
が
れ
ま
す
。
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本
市
に
は
六
甲
山
や
芦
屋
川
、
潮
芦
屋

ビ
ー
チ
を
は
じ
め
、
公
園
な
ど
自
然
に
触
れ

る
場
所
が
身
近
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
や
図
鑑
を
手
に
、
身
近
な
自
然
に

触
れ
、
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
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最
近
で
は
、
食
品
や
商
品
が
生
物
多
様
性

に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
マ
ー
ク
や
制

度
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な

資
源
の
利
用
の
た
め
に
も
、
商
品
や
原
材
料

が
ど
こ
か
ら
き
て
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た

の
か
を
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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山
で
採
っ
た
野
草
や
昆
虫
が
絶
滅
危
惧
種

だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

動
植
物
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
外
来
生
物

法
に
よ
り
飼
育
な
ど
が
規
制
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
産
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
際
に
は
、

そ
の
生
態
を
理
解
し
、
責
任
を
持
っ
て
最
後

ま
で
可
愛
が
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
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　市では、不幸な猫をこれ以上増やさず、地域での猫のトラ
ブルを軽減していく方策の１つとして、飼い主のいない猫
に不妊手術を実施する（ＴＮＲ）活動に、昨年度から助成を

行っています。
　不妊手術を行うことにより、
繁殖制限をするだけでなく、発
情期の激しい鳴き声や、メスや
テリトリーをめぐってのけんか
も解消するほか、未去勢のオス

によるマーキングの減少という効果もあります。
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①電話で、下記へ申し込む　
②現場の確認と生息頭数の調査を実施
③状況により、捕獲前の準備（餌付け）が必要な場合あり
④頭数に応じた捕獲器を設置　　
⑤病院への搬送と手術の実施
⑥病院から搬送し、元の場所へ戻す
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　市では、環境問題をはじめとして、
さまざまなメニューをご用意して、
「出前講座」を受け付けています。
　地域でのグループ学習会などに、
お気軽にご活用ください。
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